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Ocean going yawl YOHFUU-MARU in Meiji and Taisho eras and A-class racing yacht and L-class
"SHIBUKI" in early Showa era were not recorded in the Centennial Hystory of Tokyo University of Mer-




































































































































































































この揚風丸の航海記は1907年(明治40) 7月9 -29日の松風学生による記事で商船学校校友会雑誌Ill, 113,



















































































1位白石広三朗(初風,三田YC), 2位浅井栄資(しぶき, TYC), 3位久保旦治(デルヒイナス,








1位慶応大, 2位同志社大, 3位大阪帝大, 5位九州帝大, 5位東京帝大, 6位名古屋医大
(早稲田大は1過後棄権,関東学院は除外)
(2)東西対抗競技(国際12ft艇,東部,西部各4隻) 18対18　浅井栄資出場



















6月17日　第1回東部日本インカレ(目黒川河口　品川埋立地) 5校, A級各3隻, 1人乗り本校出場
(64)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森下　隆
者　黒谷恒雄(あいおひ),武藤正一(こまがた),橋谷政美(かちどき)
優勝東京高等商船(113点) 2位慶応(108点) 3位東大(61点) 4位関東学院(41点) 5位早大(28
点) (東京朝日新聞6月18日)。
7月29日　第2回東京湾縦断ヨットレース(品川一磯子)。








1位同志社大(33点), 2位九州大(31点), 3位大阪大(27点), 4位慶応(23点), 5位東京商船







6月16日　第2回東部日本インカレ(横浜) 4校, A級各3隻, 1人乗り
本校出場者　有田　豊,水本一男,浅田(のち上坂)太郎








1位東京商船機関科, 2位東京商船航海朴, 3位大成丸, 4位海王九, 5位日本丸
6. 2　L蔽『しぶき』
太平洋戦争の戦局の不利が明らかとなった1943年(昭和18) 4月1日清水高等商船学校が設置される。設置に
ともないヨッティングの必要を強調してL級2隻を建造する。 1隻は昭和20年7月31日に日付が変わった直後
に, 7隻よりなる米国海軍第25駆逐艦隊の清水市の艦砲射撃による流れ弾によって撃破され,他の1隻が『しぶ
き』と名付けられた。戦後,本艇は学生ヨット部に属し,折戸湾での練習や駿河湾巡航にもさかんに活躍した。
東京商船大学の東京全面移転にともない1960年(昭和35) 7月の東京一清水短艇巡航に同伴した。写真317は折戸
湾で練習中のL級『しぶき』を示す。
7.まとめ
この揚風丸の船歴に関する調査は,筆者が東京商船大学ヨット部史の編纂の一環として行ったものである.今
からちょうど百年前に恐れを知らぬロマンに満ちた若人によって建造された揚風丸は,数奇な運命のいたずらに
よってか商船学校の練習船となり,数多くの海の若人を東京湾や大島周辺海域の夏休みの巡航にいざない,自由
関連で楽しい幾多の思いでを与え,大正時代よりはじまる商船学校の東京湾カッター巡航の先駆けの役目を果た
し,猛烈な台風によって二十有余年の生涯を閉じたことが明らかになった0
揚風丸に関する資料は,第1世と第2世の小蒸気船弥生丸などの他の練習艇の資料の僅少なのにくらべて,本
艇が教官や学生により深い親しみをもたれていたことからか,商船学校校友会雑誌掲載の3編の長文の揚風丸の
航海記にそのハードウエアとソフトウエアの両面にわたって豊富に記録されいる。
しかしながら,揚風丸がどのような経緯によって商船学校の所属になったのか,さきに挙げた揚風丸の航海記
以外のものが存在するのか, 『胡蝶』とはいかなるものか,など揚風丸をめぐる人々のいきざまを調べるという
興味深い課題も山積しており今後とも調査を続けることを願っている。
その資料をこれ以上東京商船大学図書館や百周年記念資料館に求めることは無理筋のように思われる。その理
由は関東大震災によって東京高等商船学校の図書館が焼失して商船学校関係のすべての資料を失ったからでもあ
る。東京商船大学の歴史をより精微なものにするためにも現在の急を要する問題は,貴重な資料の散逸を防止す
るため元教職員や卒業生ならびにそれらの遺族のかたがたにお願いして,東京商船大学およびその前身校に関す
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る写真,アルバム,書類などの資料の提供をいただき,東京商船大学で公共の文化資料として保存することであ
ろう。
